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Ⅰ．はじめに

　「暮らしの保健室」は2011年に東京新宿の大規模
団地の一角に，訪問看護を中心に活動する秋山正子
氏によって創設された。その特徴は，誰でも予約な
しに無料で気軽に相談できる安心できる居場所であ

る。相談者が抱える不安や課題に対して他の専門職
と連携した取り組みや地域ボランティアの育成など，
支える人を支える仕組みづくりを目的とした活動を
行っており，全国に同様の保健室がその地域の特徴
や課題を解決する機能を併せ持つ様々な形で増えて
いる１）。「暮らしの保健室まる（以下，まる）」もそ
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の一つであり，「NPO法人老いと病いの文化研究所
われもこう」（2010年開設）が運営しているホーム
ホスピスという活動の中から開始された。ホームホ
スピスは地域にある空き家を活用した看取りの場所
であり，この看取りというケアを通して地域のまち
づくりに寄与するという目的を持つ。この活動の中
で，家族やケアをする人たちが看取りの過程で疲れ
てしまい，これでよいのだろうかという思いを抱く
ことが少なくない。そのような看取りを支える人た
ちが思いを吐露し，次に向かうことができる場所と
して「まる」はコロナ禍で始まった。「まる」の準
備を整えた2021年～2022年は COVID-19により地域
住民のつながりが分断されていた。社会的な孤立に
加えて介護の重度化や生活困窮でひきこもりが加速
すると懸念された中，2021年に「まる」は古い一戸
建てと新しいマンションが混在する熊本市の一角に
設置された。
　日本における高齢化率は上昇し続けており，2023
年総人口に占める65歳以上の割合は29.1％，そのう
ち65～74歳が占める人口の割合は13.0％，75歳以上
の人口が占める割合は16.1％である２）。高齢者の増
加に加え，少子化による若年者の減少傾向により，
全人口に対する高齢者の割合は高くなっている。
　熊本県も同様であるが、「まる」が所在する熊本
市内には、三次救急医療を担う病院が複数あり、さ
らに多くの二次救急医療を担う病院もあり、24時間
365日受け入れ可能な救急医療提供体制が構築され
ており、人口10万人当たりの2023年病床数は政令都
市中１位3）、2022年医師数は２位4）と医療資源が豊
かな地域である。そのような中においても、「まる」
周辺地域において子どもや高齢独居者の孤立、長期
化する介護の問題は重要な課題となっている。
　そこで，「まる」ではこのような少子超高齢多死
社会の日本において，子供から高齢者まで，その人
らしい暮らしを最期まで継続できるのかという課題
に取り組んできた。2023年５月に covid-19の５類移
行に伴い，人々の集まりも増えつつある。本稿では，
この１年間の「まる」での活動がどのように地域の
人々の暮らしと人とのつながりづくりに関われてき
たか，その実践を報告する。

Ⅱ．倫理的配慮

　「暮らしの保健室まる」に相談や来所した方を研
究の対象者とし，目的，方法を伝え，参加が自由意
志であること，同意の撤回ができることを説明し，
研究への参加協力を得ている。また，本学の倫理審
査で承認され，実施した。（承認番号2021-30）

Ⅲ．「暮らしの保健室まる」運営の実際と活動状況

　「暮らしの保健室まる」を通して行われた１年間
の相談，来所，食堂，教育活動における活動内容を
報告する。
　期間：2023年４月～2024年３月
　場所：「暮らしの保健室まる」，およびＡ大学
　この１年間の活動目標を以下の２つとした。
①「暮らしの保健室まる」の運営と対応スタッ
フやボランティアの人材育成を図り，支える人
を支える仕組みと相談者が抱える不安や課題に
対して他の専門職との連携を図る。　
② ひきこもり防止を目的とした安心できる居
場所づくり～がん，難病，重度の障害者の支援
に必要な本人とその家族，その人達を支える保
健医療福祉専門職等の介護や看取りの相談・交
流，コロナ禍でひきこもりがちな住民の気軽な
相談場所・居場所づくりを目指す。

１．相談者・来所者数の推移
　「暮らしの保健室まる」と明記されたのぼり旗を
事務所玄関に立て，月・水・金を相談日とし，保健
師資格をもつ看護師１名が午前10時から午後３時ま
で常駐した。また，第２・第４水曜日は相談だけで
なく，地域住民の交流のためにカレンダーづくり・
手芸・ゲーム等ができるプログラム等を用意した。
さらに，がんや難病等の専門的な相談には，コー
ディネーターに対応を依頼した。また，自らイン
ターネット検索を行い「まる」に来た40代来所者は，
「すぐに話を聞いてくれる場所があってよかった。」
という意見や，家族と同居しているが昼間一人で過
ごす70代高齢者は，「日中誰とも話さないことで気
持ちが落ち込み，イライラしてしまう，近所にス
タッフと話せる居場所があってよかった。」との声
が聞かれた。
　表１は2023年度の「まる」の来所者数，また，図
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１は月別の来所者数の推移を示している。勉強会参
加者を除いた月の平均来所者数は13人，月間の開催
日数からすると電話相談・見学者を含め，開催日１
日当たりの来所者数は1.3人で，相談日に来所者あ
りの割合は47.9％，来所者なし51.4％であった。

２．「暮らしの保健室まる」勉強会の開催
　「暮らしの保健室」の機能の一つに，専門職者向

けの教育が挙げられる５）。開催当初は地域住民一般
と専門職は別々の勉強会を予定していたが，来所者
から専門職勉強会の内容も知りたいという意見が聞
かれ，６・７月に地域の方々も参加するようになり，
８月からは合同で実施した。８月の開催日が台風の
最接近日の影響から参加者数が減ったと思われるが，
４月からの１年間に延べ130人が参加した。法人の
ホームページや熊本市の無料コミュニケーションア

表１．「暮らしの保健室まる」の開催状況・来所者数

開催月
①開催
日数
（日）

①のうち相談来所
の有無（日） 相談来所

者（人）
電話相談
（件数）

見学者
（人）

勉強会のた
めの来所者
（人）なし あり

４月 11 8 3 17 4 1 5
５月 11 8 3 8 1 0 2
６月 11 8 3 16 0 0 16
７月 11 4 7 14 0 0 22
８月 11 8 3 11 0 2 7
９月 12 7 5 11 0 5 16
10月 12 5 7 9 1 0 13
11月 12 4 8 19 1 2 19
12月 12 6 6 10 1 0 8
１月 12 4 8 15 0 0 5
２月 9 2 7 9 5 1 6
３月 12 6 6 17 0 0 7
合計 136 70 65 156 13 11 130

図１　暮らしの保健室まる来所者数



126 徳 永 郁 子 他

表２．月別勉強会内容と参加者数・感想一覧

開催月 対象者 テーマ・講師 参加者
（人）

参加後の主な感想・やりたいこと
（一部抜粋）

４月 一般 「暮らしの中で死にゆくこと」講師A （大
学教授，保健師，NPO法人理事，防災士） 5 ・父親を施設に入れて，これでよかったのかと

今も悩んでいる。

５月 一般 「暮らしの中でできるコロナ対策」講師B
（大学教授，看護師） 2 ・80代，70代女性の参加，暮らしの中で役にたっ

た。

６月

一般 「こんな時どうする？介護保険」講師C（看護
師）･D（生活支援コーディネーター）･他 6 ・自分でできることは自分でしようと思う。

・体の続く限り自分で努力しようと思う。

専門職「暮らしの中で死にゆくこと」講師A 10
・年を重ねると色々と人との出会いで愛情と笑っ
て頑張ろう。
・取り組みの姿勢がよく理解できた。

７月

一般 「うん，死ぬにはとても良い日だ」
講師E（医師） 4

・わかりやすい。
・笑うことを増やす。
・生活の過ごし方に取り入れます。

専門職
人と人をつなぐ～優に観るこころとから
だの置き場所
講師F（医師）

16 ・講演の後，医療スタッフの相談にも先生が対
応して下さった。

８月 合同 ｢熱中症対策と水分補給について｣
講師 G（製薬会社社員） 7

・脱水が様々な要素が重なって現れてくること
がよく理解できた。
・早目早目の対策を講じる事で危険状態を免れ
ることがよく認識できたので，日々の生活で
も過信せずに過ごしていきたいと思った。
・日々の生活でも過信せずに過ごしていきたい。

９月 合同 ｢人生会議をはじめよう｣
講師H（医師） 16

・今までまともに考えたことがなかったことが
知れた。
・子どもたちと話してみよう。
・祖母に最後どうしたいか聞いてみたい。

10 合同 ｢転倒・骨折しないまちづくり｣
講師 I（医師） 13

・無理せず歩くこと。
・わくわく感を意識する。
・少しずつでも運動する。

11 合同
｢明日から使える半径５ｍのハッピーの
作り方｣
講師 J（医師）他

19

・地域のコミュニティの強化
・悩んだらやる！オキシトシンを出す行動をとる。
・疲れていたが，幸福になれるよう頑張ろうと
思った。

12 合同 ｢シャカシャカ袋でご飯を炊こう｣
講師A･K（保健師，防災士）･他 8 ・ご飯作り。

・温野菜でもしてみたい

１月 合同 ｢段ボールでトイレ作り｣
講師A･K･ 他 5 ・防災用具のみなおし。

２月 合同 ｢お互い様のまちづくり｣
講師 L（看護師）･M（社会福祉士） 6

・他の方との意見交換が参考に励みになりました
・とても和やかな会だった。個別に相談したり，
つながるよい機会だった。
・とても楽しかった。大変参考になりました。
また開催して下さい。
・明日への活力になりました。一歩踏み出す勇
気が出ました。自分にできる自分らしい暮ら
しの保健室をやってみたいです。

３月 合同 ｢聴くことのできる社会貢献｣
講師Ｉ（NPO法人） 7

・家族の話を聞く，笑顔で傾聴する
・人を否定しないで認め，価値観を大切にして
いきたい
・笑顔で傾聴する

合計 のべ
124人
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プリによる広報を行うことで「まる」の勉強会参加
者は開始当初と比較して約４～５倍まで増えた会も
あった。
　このほか，校区内の地域包括支援センター，地区
自治会，公民館等には毎月「まる通信」を届け，顔
が見える関係構築に努めた。日頃「まる」に関わら
ない法人スタッフにも「まる通信」「「勉強会案内」
「法人便り」で周知し，遠方の支援団体へ勉強会講
師依頼を行った。
　表２は月別勉強会の内容と参加者数，感想の抜粋，
図２は勉強会の参加者数の推移である。

３．地域食堂・フードパントリーの試み
　対象者を地域住民，独居高齢者，生活困窮者，お
よびひきこもり傾向にある住民を設定し，月１回，
第３日曜日に20食限定とした地域の誰でも利用でき
る，通称「まる食堂」を開いた。近くの独居高齢者
や子どもを連れた家族などの利用者が来所するよう
になり，13時までには準備した食事がなくなるほど
盛況な時もあった。covid-19が５類に移行され食堂
が再開した後も感染予防に努め，できる限り人々が
安心して利用できる環境づくりを行った。利用者は
コロナ禍で地域交流等がしばらく途絶えていたが，
久しぶりに会った利用者同士が食事をとりながら談
笑する場面が多くみられた。また，独居高齢者や見
守りが必要な人にはスタッフが声掛けを行い，孤立

せずに他者との交流の機会やつながりづくりができ
るよう配慮した。既に食堂を利用したことがある住
民に対して当日電話で連絡を入れて食堂開催日であ
ることを通知し，本人の様子を確認することもあっ
た。
　食事の準備や運営は，主に法人のスタッフが配置
された。食事内容はスタッフの手作りで健康的な弁
当と味噌汁を100円で提供した。法人が所有する畑
でボランティアが作った新鮮な野菜を用いてメ
ニューを考え，費用削減の効果も工夫した。食堂の
ことを知った近隣のパン屋さんからは冷凍パンの提
供が，また，農家の方々からは規格外のトマトなど
の野菜の提供があった。当日の運営にはスタッフの
ほか，地域住民，医療従事者，看護学生がボラン
ティアとして参加することもあった。
　食堂での食事提供のほか，ひとり親家庭，生活困
窮者，独居高齢者に食材の提供を行うことを目的と
したフードパントリーを開始した。地域包括支援セ
ンターと連携して生活困窮状態にある高齢者の支援
を行い，食堂開催日に前述した農家の野菜や食材な
どの支援物資を配付し，近隣の相談者や来所経験の
ある住民に対しては直接物資をドア外に置いておく
こともあった。利用者の感想と利用者数の推移はそ
れぞれ図３・表３に示す通りである。少しずつ利用
者が増加した。

図２　勉強会参加者数
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表３．地域食堂まるの利用者数・感想

開催月 開催日
利用者数 スタッフ

（人） 実施状況・感想など（抜粋）
まる内で飲食 持ち帰り

４月 16日 4 5 5 スタッフの子供も参加して場がにぎやかに
なった。

５月 21日 3 2 3 熊本市 LINEを見て参加した。
健康的な食事の料理教室を開いてほしい。

６月 18日 7 0 4 新規１名あり。
７月 16日 6 5 2 新規１名あり。

８月 20日 18 0 5 日曜日にやっている子ども食堂がなくて参
加した家族含め新規３組あり。

９月 17日 15 2 3

ご近所の一人暮らしの男性１名「お弁当を
とっているが美味しくない，人と話すこと
がなくなったので声がでなくなった。今後
も利用する。」

10月 15日 5 3 3 利用者から差し入れあり。

11月 19日 8 6 2 新規４組あり。最初表情が硬かった子供は
笑顔で帰っていった。

12月 17日 9 6 3 近所から１名手伝いあり。年末でそばや餅
の持ち帰りが多い。

１月 21日 15 2 2 「料理が好きなので来月手伝いたい」と申
し出あり

２月 18日 16 0 4 近所から２名手伝いあり。
最近見ない人の心配する声が聞かれる。

３月 17日 11 9 3 近所から１名手伝いあり。
新規３組あり。

合計 117 40 39

図３　2023年度　食堂まる利用者数
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Ⅳ．考察

１．活動への課題
　「暮らしの保健室まる」の所在地域でも covid-19
の影響は大きく，地域住民のつながりが分断され，
閉塞的になりがちな暮らしの中で，介護の重度化，
生活困窮者や独居高齢者等のひきこもりが加速化し
たと推測された。そこで，地域住民が気軽に相談で
き，立ち寄ることのできる環境を作るためには「ま
る」の活動日を増やすことが急務だと考えられた。
コロナ禍以前ではあるが2018年に行われた全国の
「暮らしの保健室」を対象とした調査によると，毎
日保健室を開催していたのは41％で，その他は１～
６回，時間も半日～８時間と，場所によりばらつき
はあったが，多くは運営資金と活動するスタッフの
不足は課題である６）。「まる」においては現在，週
３のボランティア，月１の食堂のみNPO法人のス
タッフ配置と限られており，多様なニーズに常時対
応することができるよう，ボランティアの募集や市
民への周知，資金調達のための支援が必要である。
　「まる」における来所者の数を比較すると，多い
日は勉強会の日であった。勉強会の日を除くと，開
催日１日当たりの来所者数は1.2人，開催日に来所
者なしの割合が51.4％で，相談機能としての利用効
率はそれほど良いとは言えない。その要因の一つと
して「暮らしの保健室」とは何か，その存在や機能，
開設場所等が地域住民にまだ十分に認知されていな
かったことがあげられる。今後も法人ホームページ
への掲載，熊本市 LINE，新聞等のマスメディアの
利用，近隣住民には自治会での回覧などでさらに周
知を図っていきたい。
　いのちの電話と同様に何かに悩み・困っている人
に今すぐに対応し，寄り添う場となっており，来所
者数が少ないが即応できるメリットもある。した
がって，活動の目的にも掲げている「地域住民が気
軽に立ち寄り，いつでも誰にでも相談できる場」と
しての機能は，少なからず果たしていると考える。
今後の課題としては，相談機能を維持していくため
にはケアスタッフの教育・育成を図っていく必要が
ある。
　一方，「まる」が位置するこの地域は市の中心部
に近く，古い一戸建てとマンションが多く立ち並び，
近年は地域のつながりが希薄になってきている７）。
暮らしの保健室が何をするところかまだ十分に認知

されていないということ，また，元気な高齢者は仕
事をもっているか，趣味の習い事に出かけて昼間は
不在であることも多く，在宅高齢者層はボランティ
アをするには80代・90代と高年齢であるため，相談
ケアスタッフ・ボランティア育成講座の募集を行っ
てもスタッフ育成が難しいのではないか懸念がある。
実際に勉強会に参加した高齢者も後期高齢者は多
かったが，できる範囲でボランティアを勧めても断
られることが多かった。暮らしの保健室では暮らし
や健康についての相談窓口，医療や介護と連携をと
るための拠点として勉強会や相談事業を行う役割を
担う８）。そのため参加者の交流を図り，人々のつな
がりを築き，継続参加する地域住民の中からコアと
なる人材を発掘する必要がある。地域で最期まで生
活するには，介護保険制度以外にサポーターとして
ささえてくれる人達が地域に必要である。そのため
にも活動の継続が重要である。
　2023年に covid-19が５類に移行し，「まる」の地
域食堂が再開されることを無料コミュニケーション
アプリやホームページで周知できるようになったこ
とで，徐々に認知されるようになり利用者数も徐々
に増えてきた。近くに住む一人暮らしの高齢者に
とって，居場所の一つとして定着していると言える。
食事を提供することにより，来所者にとっては食堂
として気軽に来られ，顔見知りが増えてきた。他者
と会話を楽しみ，お互いを気遣いながら食事をする
場は人とのつながりを促す。地域包括ケアシステム
において通いの場を提供できることは，住民のつな
がりを地域づくりに発展させ，健康行動を起こす
きっかけになりやすい９）。継続した関わりで，運営
スタッフとも顔なじみの関係ができることから「暮
らしの保健室」では来所者の “ ちょっとした ” 変化
に気づきやすく，また来所者も “ ちょっとした ” こ
とを相談しやすい。この “ ちょっとしたこと ” が，
病気の早期発見や重症化の予防，さらに，少数では
あるが高齢者の孤独死など大変なことにならないう
ちに適切な他部署へとつなぐ役割を果たすことがで
きていた。これこそが，「暮らしの保健室」がマル
チプラットフォームとしての役割としての可能性が
示唆される。資金とスタッフの課題に加え，物価高
の昨今，市の広報誌やコミュニティセンターでのチ
ラシ活用や SNS 活用による資金・人材・物資への
協力要請が不可欠であるが，今後は保健医療職者を
養成する大学の教員や学生が運営に関わることによ
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り，保健医療系大学のアウトリーチな地域での役割
を果たすことができるのではないだろうか。

Ⅴ．結語

　子どもから高齢者まで，人びとが住み慣れた地域
でその人らしく安心して生活をおくるためには互い
に協力できる人のつながりが重要であり，それがそ
の人の自立を促すことにもつながる。地域における
医療や介護，暮らしの面で高齢者社会をささえるた
め，近隣の人々や，医療従事者，介護者，その他
様々なサービス支援につなげる「暮らしの保健室ま
る」は，その人やその家族にとってもアクセスが可
能なつなぎの場であり，孤立を防ぎ，介護や疾病の
重度化を予防する役割を果たす。いつでも必要な時
にその場を提供できるよう，周囲の認識を高め，さ
らに協力を得て支援の継続につなげることが，住民
の思いを尊重した地域包括ケアに意義を持つと考え
る。
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